
            理 科 （１） 
 
１ 下の文を読んで，あとの問いに答えなさい。 
 
地球上のさまざまな生物は互いに関わりあって生きています。動物は呼吸によって，①酸素を取り入れ，二酸化炭素を出して生活しています。

また，植物は，光に当たると二酸化炭素を取り入れて酸素を出し，②でんぷんという栄養分を作って成長しています。 
動物と植物の関わりについて調べるために，同じ量の水が入った同じ大きさの水そうを４つ用意し，メダカやオオカナダモを下の図のように入

れました。水そうＡ～Ｃは光の当たる明るい場所におき，水そうＤには箱をかぶせて光が当たらないようにして観察しました。       
 
                                                                箱   
 
                
  メダカ 
 
 
 

      Ａ              Ｂ             Ｃ               Ｄ 
 
問１ 下線部①について，メダカは水中の酸素を体のどこから取り入れていますか。 
問２ 下線部②について，でんぷんができているかどうかを調べるために使う薬品は何ですか。 
問３ オオカナダモの成長に光が関係しているかどうかを調べるためには，水そうＡ～Ｄのどれとどれを比べると 
よいですか。Ａ～Ｄから２つ選び，記号で答えなさい。 

問４ オオカナダモの成長にメダカが関係しているかどうかを調べるためには，水そうＡ～Ｄのどれとどれを 
比べるとよいですか。Ａ～Ｄから２つ選び，記号で答えなさい。 

問５ ２週間後にＡとＢとＤのオオカナダモを比べたとき，一番よく成長しているのはどれですか。 
Ａ，Ｂ，Ｄの記号で答え，またその理由を簡単に書きなさい。 

 
 
 
 
２ ５種類の水よう液について実験①～実験④を行い，結果をまとめました。水よう液Ａ～Ｅは下の      の中のいずれかです。 

あとの問いに答えなさい。 

 塩酸  炭酸水  食塩水  石灰
かい

水  アンモニア水 

※ 塩酸とアンモニア水はうすめたものを実験に使った。 
 
実験①：水よう液Ａ～Ｅを加熱しながらにおいをかぐと，水よう液Ａと水よう液Ｄからにおいがした。 
実験②：水よう液Ａ～Ｅを一部とり，蒸発させて出てくるものがあるか調べると，水よう液Ｂと水よう液Ｅ 

から白い固体が出てきた。 

実験③：水よう液Ａ～Ｅにスチールウール（鉄）を入れると，水よう液Ｄだけはスチールウール（鉄）が 
あわを出してとけ始めた。 

実験④：水よう液Ｃと水よう液Ｅをまぜ合わせると白くにごった。 
問１ 実験①～実験④の結果から，水よう液Ａ～Ｅの名前をそれぞれ答えなさい。 
問２ 実験①でにおいをかぐ場合，どのようにすればよいですか。簡単に答えなさい。 
問３ うすめた塩酸が手についた場合，どうすればよいですか。簡単に答えなさい。 
 

３ 下の表は，水の温度を変えたとき，食塩とホウ酸がそれぞれ水１００ｍℓに何ℊまでとけるかを調べた結果です。あとの問いに答えなさい。 
                                                                     
                                   
 
 
 
問１ ５０℃の水１００ｍℓに３０.０ℊの食塩がとけています。あと何ℊの食塩をとかすことができま 
  すか。      
問２ ３０℃の水に食塩を４５.０ℊまでとかすことができました。この水は何ｍℓですか。 
問３ ビーカーに入った４０℃の水１００ｍℓを２つ用意し，食塩とホウ酸をそれぞれにとける 
だけとかしました。それに４０℃の水５０ｍℓをそれぞれに加え，さらに１０℃まで冷やしました。 
つぶが現れるのは食塩，ホウ酸のどちらですか。また，それは何ℊですか。 

番号  

水の温度（℃） 10 20 30 40 50 60 
食塩（ℊ） 35.8 35.9 36.0 36.4 36.6 37.0 
ホウ酸（ℊ） 3.6 4.8 6.8 8.8 11.4 14.8 
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          理 科 （２） 
 
４ 右の図は，ある場所の地層のようすを表したものです。次の問いに答えなさい。      Ａ        土 
                                                        れき岩 
問１ でい岩，砂岩，れき岩を，つぶの大きいものから順に並べなさい。                               
問２ この場所の火山灰の層を観察しました。正しいものはどれですか。                        砂岩 
ア～ウの記号で答えなさい。                                           火山灰 
ア． 丸みをおびた小石が見られた。                                   
イ． 角ばったものや穴の開いた小石が見られた。                                   でい岩 
ウ． 小石に混ざって貝の化石が見られた。                     Ｂ 

問３ Ａ－Ｂのように地層がずれているのは，地しんが原因であると考えられます。   
このような地層のずれを何といいますか。 

問４ この地層から，地しんと火山のふん火がそれぞれ1回ずつおきたことが分かります。 
  おきた時期について正しいものはどれですか。ア～ウの記号で答えなさい。 
ア． 火山のふん火のほうが地しんより先におきた。 
イ． 地しんのほうが火山のふん火より先におきた。 
ウ． 地しんと火山のふん火は，同じ時期におきた。 

 
５ ２００９年７月２２日，日本で日食が観測されました。次の問いに答えなさい。 
問１ 日食の観測をするために，日食グラスを用意しました。正しい観測方法はどれですか。 

ア～ウの記号で答えなさい。 
  ア．太陽をより大きく観測するために，日食グラスとそう眼鏡を組み合わせて観測した。 
  イ．日食グラスでの1回の観測時間を１～２分ぐらいとし，数回に分けて太陽の変化を観測した。 
  ウ．日食グラスと肉眼での観測をくり返しながら，太陽の変化を観測した。 
問２ 日食のときの地球，太陽，月の位置関係で，正しいものはどれですか。ア～ウの記号で答えなさい。 
  ア．太陽と月の間を地球が通過する。       イ．地球と月の間を太陽が通過する。 
  ウ．地球と太陽の間を月が通過する。 
 
６ ふりこの運動とてんびんのつり合いについて，次の問いに答えなさい。               

問１ 図１のように，天井
てんじょう

から糸をつるし，その先におもりをつけたふりこを作りました。    《図１》 

  このふりこが１０往復する時間を３回測定したら，下の表のような結果になりました。 
  （１）1往復の時間は平均何秒になりますか。                                                    
  （２）1往復の時間を長くするためには，どのようにすればよいですか。簡単に答えなさい。 

 

 
 
                                 
問２ 長さ８０㎝の棒を使って，てんびんを作り，棒の左はしに重さ１０ℊの空きかんをつるし，      ２０㎝      ６０㎝   
中に７０ℊの水を入れました。棒や糸の重さは考えないものとします。          《図２》     
（１）図２のように，５０ℊのおもりを使っててんびんを水平にしました。おもりを 
  支点から何㎝のところにつるしましたか。 
（２）次に空きかんに水を加え，５０ℊのおもりを右はしまで移動したら，てんびんは         
水平になりました。加えた水は何ℊですか。                                     ５０ℊ 

  （３）空きかんと水の重さを合わせて２００ℊにしました。しかし，５０ℊのおもりを                      
    右はしにつるしただけでは，てんびんは水平になりませんでした。５０ℊのおもり      空きかん              
    を右はしにつるしたまま次のア～エの操作を行った場合，てんびんが水平になる 
    のはどれですか。ア～エの記号ですべて答えなさい。 
  ア．４０ℊのおもりを支点から右へ２５㎝のところにつるす。 
  イ．３０ℊのおもりを支点から右へ３５㎝のところにつるす。 
  ウ．支点を左へ２㎝移動し，さらに２０ℊのおもりを移動した支点から右へ２５㎝ 

      のところにつるす。                                          
    エ．支点を左へ４㎝移動し，さらに１０ℊのおもりを移動した支点から右へ２０㎝               
      のところにつるす。 
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１０往復の時間（秒） 14.31 14.34 14.25 
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